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オーストラリア金融政策（2020年12月）
市場予想通りの据え置き
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2020年12月1日

足元の豪ドル高に対する懸念は示されず
12月1日（現地）、RBA（オーストラリア準備銀行）は市場予想通り現状の金融政策を据え置くと発表

しました。先行きについては前回と同じく、「実際のインフレ率が目標の2～3％内で持続的に推移するま
で利上げしない」、「RBAの経済見通しに基づけば、少なくとも今後3年は利上げしない予想」などと述
べられています。

RBAは前回会合で追加緩和パッケージを発表したにもかかわらず、直近まで豪ドルは米ドルなどに対し
て上昇基調で推移してきたため、今会合の声明文では為替についての言及が注目されました。しかし、事
実認識の記載にとどまり、豪ドル高を懸念する文言はありませんでした。その背景として、足元の豪ドル
高はオーストラリアの相対的な景気回復期待の高さや資源価格の上昇などファンダメンタルズに沿った動
きであるからだと考えられます。また、オーストラリアは経常黒字も定着しており、実需の資金フローも
引き続き豪ドルの下支え要因として働いていると思われます。

一方、豪ドル高がオーストラリアの景気回復を抑制する要因であることには変わりがないため、今後も
豪ドルの上昇が続く場合にはRBAの金融政策スタンスに変化が生じるか否かを注視する必要はあると考え
ています。RBAは一貫してマイナス金利政策には否定的な見解を示しているため、追加緩和の手段として
は、買い入れる国債の量を増やしたり更に長い年限の国債を買い入れたりするといった量的緩和の調整が
挙げられます。

豪ドルの対円・対米ドルレート

（出所）ブルームバーグ （出所）オーストラリア統計局

（2006年1-3月期～2020年7-9月期）

オーストラリアの経常収支
（億豪ドル）（2019年1月初～2020年11月30日）（円/豪ドル）
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